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～職員の資質を向上させる取り組み～

　

地
方
自
治
体
は
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
の
進
展
、
産
業
構
造
の
変
化
、
住
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
に
対
応
し

な
が
ら
、
自
立
し
た
魅
力
的
で
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、

専
門
的
な
知
識
の
習
得
に
係
る
講
習
型

の
研
修
を
は
じ
め
、
実
際
に
業
務
を
行

う
体
験
型
研
修
・
自
衛
隊
体
験
研
修
な

ど
を
行
い
、
専
門
化
・
多
様
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
実
情
・
特
性
に
応

じ
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
幅
広
い
行
政

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
各
種
研
修

へ
の
派
遣
や
独
自
研
修
の
内
容
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

職
員
研
修
は
、
新
任
職
員
か
ら
管
理

職
ま
で
職
務
に
応
じ
た
専
門
的
な
研
修

を
は
じ
め
、
職
員
防
災
研
修
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
、
海
外
派
遣
研
修
、
自
衛
隊
体

験
研
修
な
ど
が
あ
り
、
職
員
に
必
要
な

能
力
を
習
得
で
き
る
よ
う
計
画
的
に
実

施
し
、
職
員
個
々
の
能
力
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

よりよい行政サービスの
　　　　　　提供を目指して　

　人口減少や高齢化が進展していくなかで、地方自治体が持続的な発展を確保す
るためには、自ら政策を積極的に創造し、実践していく意思と行動が求められて
います。
　このような中、専門化・多様化する事務事業の実施や住民とのコミュニケーシ
ョン能力の強化など、職員の行政能力と弾力的な対応能力が重要になっています。
　町では、職員の計画的な研修派遣と独自の研修内容を充実させ、職員の意識改
革、資質向上、事務の効率化を図りながら、時代に即した職員の育成を目指して
います。
　今月号は、町が行っている職員の研修事業ついて紹介します。

幅
広
い
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
能
力
を
育
成
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専
門
的
な
知
識
の
習
得

　
千
葉
県
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修

　

町
で
は
、
職
員
の
公
務
員
と
し
て
の

基
礎
能
力
の
向
上
、
職
務
遂
行
に
必
要

な
専
門
知
識
の
習
得
等
を
効
果
的
に
行

う
た
め
、
千
葉
県
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
る
財
務
事
務
や
税
の
滞
納
整

理
等
の
研
修
講
座
に
職
員
を
派
遣
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
で
は
夷
隅
郡
市
２
市
２
町
の
合

同
研
修
と
し
て
、
新
任
職
員
か
ら
監
督

者
ま
で
を
対
象
に
し
た
様
々
な
研
修
が

行
わ
れ
、
職
員
に
必
要
な
知
識
や
技
術

等
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家

族
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た

め
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

実
施
し
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知

識
や
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
方
法
等
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

防
災
研
修

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
す

　

海
に
面
し
た
町
の
職
員
と
し
て
、
地

震
や
風
水
害
だ
け
で
な
く
、
津
波
に
対

す
る
防
災
意
識
を
高
く
持
ち
、
行
動
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
行
わ
れ
た
職
員
防
災
研
修
で
は
、

岩
手
県
釜
石
市
の
遺
体
安
置
所
で
の
出

来
事
を
元
に
作
ら
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
の
視
聴
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
で
は
、
被
災
地
の
遺
体
安

置
所
の
状
況
を
あ
り
の
ま
ま
に
表
現
し

て
お
り
、
大
規
模
災
害
に
よ
り
多
数
の

死
傷
者
が
生
じ
た
時
、
役
場
職
員
と
し

て
の
職
務
の
責
任
や
重
要
性
に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

職
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　
　
　
教
え
る
立
場
の
研
修
も

　

毎
年
11
月
に
経
験
の
浅
い
職
員
を
対

象
に
担
当
業
務
以
外
の
こ
と
を
学
ぶ
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
毎
回
変
わ
り
、
今
年
度
の
研

修
は
町
の
財
産
、
農
業
施
策
等
４
つ
の

項
目
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
講
師
を
先
輩
職
員
が
行

っ
て
お
り
、
後
輩
へ
の
講
習
を
通
じ
て

中
級
職
員
と
し
て
の
知
識
の
充
実
は
も

ち
ろ
ん
、
業
務
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
講
師
を
務
め
る
職
員
は

教
え
る
側
と
し
て
、
根
拠
と
な
る
法
律

や
条
例
等
を
整
理
し
、
講
習
の
資
料
を

作
成
し
ま
す
。

　
「
研
修
内
容
は
、
町
の
財
産
に
つ
い

て
で
す
が
、
専
門
用
語
が
多
い
の
で
、

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
自
分
な

り
に
工
夫
し
て
説
明
し
ま
し
た
。」
と
、

今
回
講
師
を
務
め
た
職
員
が
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
職
員
か
ら
は
「
電

話
や
窓
口
で
は
、
自
分
の
担
当
業
務
だ

け
で
な
く
、
行
政
全
般
に
つ
い
て
広
く

質
問
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
質
問
に
対
応
す
る
た
め
、
よ
り

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
必
要
性
、
重
要
性

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
他
の
研
修
と

違
い
、
先
輩
職
員
の
経
験
談
を
通
じ
た

業
務
説
明
も
あ
り
、
理
解
し
や
す
か
っ

た
。」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

▲スキルアップ研修

よりよい行政サービスの
　　　　　　提供を目指して　
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く
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
１
０
０
年

前
に
開
発
さ
れ
た
田
園
都
市
の
土
地
、

建
物
を
地
域
住
民
が
調
和
の
と
れ
た
形

で
維
持
、
管
理
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
両
方
の
施
策
に

共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
市
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
が
根
付
い
て
い
る
こ
と

で
す
。
日
本
で
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
積
極
的
な
住

民
と
の
意
見
交
換
が
必
要
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
、

研
修
の
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
公
益
財
団
法

人
千
葉
県
市
町
村
振
興
協
会
主
催
の
千

葉
県
内
市
町
村
職
員
海
外
派
遣
研
修
に
、

御
宿
町
か
ら
も
総
務
課
職
員
１
名
が
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
に
は
、

県
内
か
ら
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
の
目
的
は
、
諸
外
国
に
お

け
る
行
政
の
実
情
を
直
接
調
査
研
究
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
行
政
能
力
の

向
上
と
国
際
的
視
野
と
見
識
を
持
っ
た

人
材
を
育
成
す
る
も
の
で
す
。
研
修
先

は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
の
２

か
国
で
、
今
回
の
視
察
テ
ー
マ
は
、
①

地
域
振
興
施
策
②
福
祉
施
策
③
環
境
施

策
の
３
つ
で
す
。

研
修
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
事
前
研
修

会
で
視
察
先
で
の
質
問
事
項
や
役
割
を

決
め
、
帰
国
後
の
研
修
会
で
視
察
レ
ポ

ー
ト
を
作
成
し
、
視
察
成
果
を
発
表
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

研
修
に
参
加
し
た
職
員
は
、「
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
で
は
『
あ
ら
ゆ
る
デ
ザ
イ
ン

は
人
々
の
た
め
の
も
の
』
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
街
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
の
か

市
民
に
積
極
的
に
関
与
さ
せ
た
ま
ち
づ

役
場
職
員
互
助
会
で
は
、
職
員
の
奉

仕
活
動
と
し
て
、
休
日
を
利
用
し
た
町

内
の
公
共
施
設
等
の
清
掃
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

公
共
施
設
等
の
管
理
等
は
、
通
常
か

ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
役
場
職
員

互
助
会
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

一
つ
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

奉
仕
作
業
は
、
役
場
庁
舎
、
公
民
館
、

保
育
所
周
辺
、
町
有
地
等
の
草
刈
作

業
・
ご
み
拾
い
を
は
じ
め
、
公
共
施
設

の
点
検
、
林
道
打
越
線
の
整
備
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
ま
ち
づ
く
り
に

町
内
の
清
掃
活
動
を
実
施

職
員
海
外
派
遣
研
修

職
員
互
助
会 

奉
仕
作
業

▲職員海外派遣研修

▲職員奉仕作業

▲自衛隊体験研修

職
員
　
自
衛
隊
体
験
研
修

　

町
で
は
、
自
衛
隊
の
厳
し
い
規
律
と

訓
練
の
中
か
ら
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切

さ
や
役
場
職
員
と
し
て
自
分
の
職
務
の

意
義
、
仕
事
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
、

今
後
の
業
務
に
役
立
て
る
た
め
に
毎
年

11
月
頃
、
若
手
職
員
数
名
を
陸
上
自
衛

隊
下
志
津
駐
屯
地
で
行
わ
れ
て
い
る
自

衛
隊
体
験
研
修
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
３
日
間
の
研
修

で
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
決
め
ら

れ
た
時
間
を
厳
守
す
る
こ
と
。
研
修
は

基
本
的
に
班
で
行
動
す
る
の
で
、
１
人

の
遅
れ
が
班
全
体
の
遅
れ
に
繋
が
り
ま

す
。
役
場
の
業
務
に
つ
い
て
も
１
人
で

事
業
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
同
様
で
す
。
組
織
の
中
で
業
務
を
行

う
上
で
、
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
守
る
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。」

と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
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　10月１日からエビアミー号の運行を開始し、１か月が経過しました。登録者数は 11月
14日現在で 670人、利用者は延べ 419人となりました。（10月１日～ 31日）
　今月号は、利用者等から問い合わせが多い事項を、エビアミーゴファミリーが回答する
Ｑ＆Ａ形式でお知らせします。

　エビアミー号は、電話予約をした方が、10人乗りの車両に乗り合って
移動するものです。だから、予約の状況に応じてお迎えの時間が変わって
しまいます。効率的な順路で迎えに行き、予約された時間の 15分前後に
は到着できるようにしています。
　このように、予約の状況に応じた乗合運行のため、電車に間に合うよう
な運行は難しい状況です。その点をご理解の上で利用してくださいね。

　御宿にお住まい（別荘含む）の方が利用登録されている場合、
その方の予約により乗ることができますよ。
　予約の際には、登録者の名前と登録番号を伝え、「ほか○名
が乗ります」とオペレーターに伝えてくださいね。

　車いすは大きすぎて、エビアミー号に乗せることが難しいです。
　手押し車やベビーカーのように折り畳めるものは乗せることが
できます。
　利用者の状況に応じて対応していますので、予約の際に相談し
てくださいね。

【問い合わせ】企画財政課 ☎ 0470-68-2512

他の町に住んでいる家族等が遊びに来た時に、
エビアミー号を利用できますか？Q2

車いすや手押し車は乗せることができますか？Q3

９時便を予約した場合、エビアミー号は、何時に自宅に来ますか？
電車に間に合うように運行してもらいたいのですが・・・Q1

「エビアミー号」ご利用に関する
　　　　　　　質問をまとめました
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　御宿町歴史民俗資料館と姉妹館提携を結んでいるドイツ 
フランクフルト市にあるぼうぼうあたま博物館長ビアーテゼ
コン・フォン・ベーベンブルグ氏が町を訪れました。
　ベーベンブルグ氏は、10月22日（水）に役場大会議室で「ぼ
うぼうあたま」に関する講演を行った後、歴史民俗資料館を
訪れ、「御宿は、ぼうぼうあたまの他にも、らくだ、メキシコ
と魅力がたくさんね」と同行した住民と会話を楽しみながら
館内を見学されました。
　10月23日（木）には、町内小学校で行われている「ぼうぼう
あたま」紙芝居の読み聞かせを見学され、子ども達と交流を
楽しまれました。また、ぼうぼうあたまの詩をラップ調にアレ
ンジしたものを子ども達と一緒に歌われるなど、一つの物語
を通じ、国を越えた交流が行われました。

ドイツ ぼうぼうあたま
　　　　　　　　　博物館長夫妻来町

総務大臣表彰 受賞

　  行政相談委員　　川
か わ な

名　勲
いさお

さん

　総務省では、永年その職にあり業績が特に顕著で他の模
範とするに足りると認められる行政相談委員に対して表彰を
行っています。
　行政相談委員は国民の身近な相談相手として、行政に対す
る苦情などの相談を受け付け、助言や関係機関に対する通知
等を行い、苦情の解決や要望の実現を図っています。
　川名さんは、平成 12 年から永年にわたり行政相談委員とし
て尽力されたことが高く評価され、このたびの受賞となりまし
た。

平成26年 秋の叙勲

　  瑞宝小綬章 受章　中
な か は ら

原 一
かずもと

基さん

　平成 26年度秋の叙勲受章者が 11月３日に発表され、中原一基
さんが瑞宝小綬章を受章されました。
　中原さんは昭和 39年４月から平成 15年３月まで元防衛庁（現防
衛省）技術研究本部に勤められ、海上装備品の研究開発に従事
されました。
　永年にわたる研究成果が高く評価され、このたびの受章となり
ました。

▲町内小学校を訪問した
　ベーベンブルグ氏

▲

歴
史
民
俗
資
料
館
見
学
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　今年は、ミヤコタナゴの文化財保護法指定40周年・種の保存
法国内希少野生動植物種指定20周年と節目の年を迎えたことか
ら、「ミヤコタナゴシンポジウム御宿」を開催しました。
　11月７日（金）には千葉県内でミヤコタナゴの保護・増殖に取り
組んでいる望月賢二氏の解説のもと、ミヤコタナゴの生息地の
視察を行い、生息地の現状と課題を現場で確認しました。また、
11月８日（土）には町公民館でミヤコタナゴや御宿町の自然環境の
保護について専門家による講演を行いました。その中で行われ
た意見交換では、「美しいミヤコタナゴを守っていくには住民
への周知が重要だと思います。専門家の指導のもと、子どもた
ちがミヤコタナゴを観察したり、捕ったりできる場所があれば
いいのではないか」等の意見が参加者から挙がり、行政と地域
住民とが一体となって自然を守っていくことの重要さが話され
ました。

　人命救助発祥の地である御宿町では、継続してライフセービ
ング大会の誘致を行っています。
　今年は第２９回全日本学生ライフセービング大会等３つの大会
が開催され、選手たちは御宿の海辺で日頃磨いてきたライフセー
ビングの技術を発揮し、熱戦をくりひろげました。

　町では、魅力ある地域づくり活動を推進するために補助制度を設
け、地域住民の主体的なまちづくりを支援しています。
　この制度を活用し、１０月１１日（土）に御宿台区「秋祭り」が開催さ
れました。今年は企画段階から女性の意見を取り入れる等工夫を凝
らし、今まで以上に多くの方が楽しめるイベントとなりました。
　また、１１月１日（土）には岩和田区「みなとまつり」が開催されまし
た。当日はあいにくの雨にもかかわらず多くの方が訪れ、海の幸を
使った料理や、ダンスチーム等による踊りや歌を楽しみました。

　９月から１０月にかけて「おんじゅく伊勢えび祭り」が開催され、町内の協
賛店では、各店が腕によりをかけた伊勢えび料理が提供されました。
　また、９月２１日（日）、１０月５日（日）には、月の沙漠記念館前でビックイベ
ントが開催され、御宿の海で捕れた伊勢えびを味わうために県内外から延
べ 25,000人が訪れ、伊勢えび汁やバーベキュー等を堪能しました。

「ミヤコタナゴシンポジウム御宿」開催

命を守る技術を競え！
　　ライフセービング大会 開催

皆さんのまちづくりを応援しています
　魅力ある地域づくり推進事業
　御宿台区「秋祭り」　岩和田区「みなとまつり」

　新鮮 ぴちぴち！ はねる水しぶきに注意
おんじゅく伊勢えび祭り 開催

▲公民館で行われた講演会

▲御宿台区 秋祭り

▲岩和田区 みなとまつり
▲

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
生
息
地
視
察
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御宿台区自主防災組織
災害対策用備品の整備を行いました
　　　　　　　　 ～宝くじ助成金の活用～
　御宿台区自主防災組織では、財団法人自治総合センター
による「宝くじ社会貢献広報事業」を利用して防災倉庫及
び防災資機材等の整備を行いました。
　今回購入した災害対策用備品により、自主防災組織にお
ける災害対策の一層の強化が図られました。また、避難訓
練や各種イベント等で活用することで、効果的に住民への
啓発を行うことができ、住民の防災意識の向上が期待され
ます。

ピックアップ防災
vol. 27

◎知っておこう　災害伝言ダイヤルの使い方
　地震などの大きな災害が起きると、家族や知人などに連絡をとるため、多くの方が一斉に電話をかけ
るため、電話がつながりにくい状況になります。
　そんな時役立つサービスが「災害用伝言ダイヤル」です。災害伝言ダイヤルは、災害発生時に、家族
間の安否確認や集合場所の連絡などに利用することができます。災害時の連絡手段の１つとして、「災
害用伝言ダイヤル」の使い方を知っておきましょう。

●災害用伝言ダイヤル「１７１」利用方法

① １７１にダイヤル。音声ガイダンスに従って操作をしてください。
② 録音する場合はダイヤルボタンの １を、再生する場合はダイヤルボタンの２を押す。
③ 被災地の方はご自宅の番号を、被災地以外の方は被災地の方の電話番号を市街局番から
    ダイヤルする。

　　　　　　×　×　×　×　―　×　×　―　×　×　×　×
　　　　　　　　　　市外局番　　　　　　市内局番　　　　　   電話番号

④録音、再生※１伝言あたり３０秒以内

【災害伝言ダイヤルの体験利用ができます】
・毎月１日、15日　　　　　　　　　　　　　　　・正月三が日（１月１日～１月３日）
・防災とボランティア週間（１月１５日～２１日）　　　・防災週間（８月３０日～９月５日）　
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あなたの国保（国民健康保険）税が、みんなの健康を守ります。
ちば国保月間とは・・・国民健康保険制度の啓発と保険税（料）の納付意識の高揚を図る強化月間です。

　　　国保は、みなさんの健康と暮らしを守るための制度です。国などからの補助金とみなさんが　
　　納める国保税は、みなさんが病気やケガなどで医療にかかったときの医療費などにあてられる　
　　大切な財源です。

　　　国保税の納付を口座振替にすれば、納め忘れの心配がなくなり安心です。また、窓口で納付　
　　する手間が省けますので、是非ご利用ください。

　【口座振替ができる金融機関】
　　千葉銀行・いすみ農業協同組合・房総信用組合・千葉県信用漁業協同組合連合会・
　　ゆうちょ銀行（郵便局）
　　※口座振替依頼書が各金融機関に用意してありますので、通帳及び通帳届出印をお持ちのうえ、
　　　手続きしてください。

　　　高齢化の進展、医療の高度化、生活習慣病の増加などにより、医療費は増加傾向にあります。
　　日ごろから健康づくりや適切な医療機関等へのかかり方を心がけ、医療費の節約に努めましょう。

　定期的に特定健康診査を受け、健康を
数値で確認し、必要であれば特定保健指
導を受けることで、病気の予防や早期発
見、治療している病気の重症化予防に役
立てましょう。また、町では短期人間ド
ック費用助成も行っていますので、是非
利用してください。

　ジェネリック医薬品を利用することで
自己負担を減らすとともに、医療費節約
で医療保険制度の安定にもつながります。
利用について、お医者さんや薬剤師さん
に相談してみましょう。
※全ての医薬品にジェネリック医薬品が
あるわけではありません。

　同じ病気で複数のお医者さんにかかる
と、医療費を増やしてしまうだけでなく、
重複する検査や投薬により、体にも悪影
響を与えます。なお、セカンドオピニオン
（今かかっている医師（主治医）以外の医
師に第2の意見を伺うもの）の場合は、事
前に主治医に相談しましょう。

　年齢を重ねるに従い、高血圧、糖尿病、
脂質異常症、心疾患、脳血管疾患などの
生活習慣病が増えています。食生活や運
動などにより生活習慣を改善することで
生活習慣病は防ぐことができます。健診
結果に応じて、生活の見直しをしてみま
しょう。
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車
道
や
歩
道
の
一
部
に
お

い
て
、
私
有
地
か
ら
の
樹
木

や
枝
の
張
り
出
し
な
ど
に
よ

り
、
通
行
の
妨
げ
と
な
っ
て

い
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
大

変
危
険
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
状
態
が
見
ら

れ
る
樹
木
の
所
有
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
樹
木
の
伐
採
ま
た

は
枝
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
車
道
や
歩
道
に
樹
木
や
枝

が
張
り
出
し
て
い
る
。

◎
枯
れ
木
や
枯
れ
枝
に
よ
る

通
行
障
害
が
あ
る
。

◎
竹
木
の
繁は

ん

茂も

に
よ
る
通
行

障
害
が
あ
る
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
道
路
環
境
課

☎
０
４
３
―

２
２
３
―

３
１
３
６

　

県
立
中
央
博
物
館
分
館
海
の

博
物
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
色

彩
を
持
ち「
海
の
宝
石
」
と
も

呼
ば
れ
る
ウ
ミ
ウ
シ
の
仲
間
約

２
０
０
種
を
、
日
本
各
地
で
撮

影
し
た
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間

　

平
成
27
年
２
月
１
日（
日
）　

　

ま
で

▼
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は

開
館
し
、
翌
日
休
館
）

※
12
月
16
日（
火
）・
17
日（
水
）、

12
月
28
日（
日
）
か
ら
１
月
１

日（
木
）、
１
月
14
日（
水
）、
15

日（
木
）
も
休
館
し
ま
す
。

▼
入
場
料

一
般
：
２
０
０
円
、

高
校
・
大
学
生
：
１
０
０
円

中
学
生
以
下
・
65
歳
以
上
：

無
料

◆
問
い
合
わ
せ・
会
場

県
立
中
央
博
物
館
分
館
海
の

博
物
館（
勝
浦
市
吉
尾
１
２
３
）

☎
０
４
７
０
―

７
６
―

１
１
３
３

●
人
　
口

　
７
，８
７
２ （
▲
６
）

　

男
３
，７
３
７　
女
４
，１
３
５

　

世
帯
数
３
，６
６
０

　
（
平
成
26
年
10
月
31
日
現
在
）

●
慶
　
弔

　

出
生
２　
　

死
亡
12

　
（
平
成
26
年
10
月
届
出
）

●
御
宿
分
署
の
出
動
状
況

　

火
災
発
生
件
数　

０　

　

救
急
件
数　

36　

　
（
平
成
26
年
10
月
中
）

●
交
通
事
故
発
生
件
数

　

発
生
件
数　

23

　

死
者
数　

0

　

負
傷
者
数　

31

　
（
平
成
26
年
1
月
1
日
～

　
　

平
成
26
年
10
月
31
日
）

●
ダ
ム
の
貯
水
状
況

　

貯
水
量　

５
５
８
，０
０
０
㎥

　

貯
水
率　

９
６
．
４
％

　
（
平
成
26
年
11
月
４
日
現
在
）

●
町
浄
水
場
の
水
質
検
査

放
射
性
物
質
の
検
査
は
３
ヶ

月
に
１
回
と
な
り
ま
し
た
。

●
エ
ビ
ア
ミ
ー
号
利
用
状
況

　

乗
車
人
数　

４
１
９
人　

　
　
　
（
平
成
26
年
10
月
中
）

ま
ち
の
う
ご
き

私
有
地
の
樹
木
等
の
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

写
真
展

「
海
の
宝
石

　
―
ウ
ミ
ウ
シ
の
世
界
―
」

　太陽光発電　売電額をお知らせします　
　町では、地球環境への負荷の低減及び新たな財源
確保のため、平成21年度からメキシコ記念公園内公
衆トイレ、平成22年度から駅前観光案内所において
太陽光発電を行っています。
　各年度における売電電力量及び売電金額は右表の
とおりです。
　地域における再生可能エネルギーの導入に対する
皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

年度

※平成26年度については10月末現在

21
22
23
24
25
26

24
528

2,228
2,384
2,245
1,666

1,142
25,344
106,944
114,432
107,760
79,968

売電電力量
(kWh)

売電金額
(円 )



11

Onjuku 2014.11

柿か
き

植う

え
し
祖そ

ぼ母
の
手て

握に
ぎ

る
息む
す
こ子

か
な
　
　
本
吉
美
絵
子

忍す
い
か
ず
ら

冬
か
き
分わ

け
突と
つ
じ
ょ如

猪い
の

親お
や
こ子

　	

　
　
　
佐
野
志
保
子

父ち
ち

の
声こ
え

受う

け
継つ

ぐ
子こ

な
り
柿か
き

の
秋あ
き	

　
　
小
野
　
　
子

猪し
し
な
べ鍋
や
巨き
ょ
じ
ん人
贔び
い
き屓
の
負ま

け
惜お

し
み	

　
　
岡
本
　
俊
康

猪
鍋
や
肩か

た
が書
き
と
れ
し
顔か
お

ば
か
り
　
　 

鶴
岡
と
く
路

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題 【猪・柿】

タウンカレンダー　12月

1　月
2　火
3　水
4　木
5　金
6　土
7　日
8　月
9　火
10　水
11　木
12　金
13　土
14　日
15　月
16　火
17　水
18　木
19　金
20　土
21　日
22　月
23　火
24　水

25　木

26　金
27　土
28　日
29　月
30　火
31　水
保健：保健センター　公民：公民館
B&G：B&G海洋センター　御児：御宿児童館

●国民健康保険税第5期納期限
●介護保険料第５期納期限
●後期高齢者医療保険料第５期納期限

  

●町民清掃
●サンデーオープン　9：00～12：00

●鶴亀教室・鶴亀くらぶ　14：00～15：30　B&G

●健康運動教室　14：00～15：00　B&G

★イルミネーション（～1/12)
御宿ウォーターパーク
月の沙漠記念館周辺

●消防団防火デー

●乳児相談　13：30～15：00　保健 

●鶴亀教室・鶴亀くらぶ　14：00～15：30　B&G

●健康運動教室　14：00～15：00　B&G

●お飾りづくり教室　9：00～ 公民

●つくしくらぶ　13：30～15：30　保健

●鶴亀教室・鶴亀くらぶ　14：00～15：30　B&G

●子育て相談　10：00～11：30　御児

●健康運動教室　14：00～15：00　B&G

●健康運動教室　14：00～15：00　B&G

●燃やせるごみ特別収集

●歳末夜警（～12/31）
●固定資産税第４期納期限
●国民健康保険税第６期納期限
●介護保険料第６期納期限
●後期高齢者医療保険料第６期納期限

◎
お
け
さ
柿
＝
佐
渡
で
採
れ
る
柿

友と
も
げ
ん
き

元
気
今こ
と
し年

も
届と
ど

く
お
け
さ
柿が
き

　
　
　
桜
谷
　
敬
蔵

手て

作づ
く

り
の
パ
イ
に
は
紅こ
う
ち
ゃ茶
天て
ん

高た
か

し
　	

　
大
曽
根
利
枝

人ひ
と
け気

な
き
庭に
わ

に
広ひ
ろ

が
る
野の
こ
ん紺

菊ぎ
く

　	

　
金
子
　
澄
子

絵え
て
が
み

手
紙
の
葡ぶ
ど
う萄
に
秋あ
き

の
香か
お

り
あ
り
　
　
澤
崎
　
幸
子

猪い
の
し
しや
脇わ
き
め目
も
ふ
ら
ず
一い
っ
ち
ょ
く
せ
ん

直
線
　
　
　
　	

菊
池
　
武
夫

猪い
の
し
しに
掘ほ

り
起お
こ

さ
れ
し
土つ
ち

光ひ
か

る
　
　
　	

　
佐
藤
き
よ
み

雨あ
め

止や

み
て
柿か
き

落お

つ
土ど

手て

や
子こ

ら
滑す
べ

る
　
　
本
吉
　
　
愛
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★夢中人　募集★
　御宿町出身であり、千葉県近隣で店舗を構え、活躍しているご家族やご友人がいましたらご紹介ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御宿町役場　企画財政課　☎ 0470 － 68 － 2512

御宿の心を持ちつつ、自身の夢を追い
求め、人と人との繋がりに感謝しながら
それぞれの道に精進し、夢を追いかけて
いる“夢中人”を紹介していきます。

【今回の夢中人　渡邉さんのお店】
 くつろぎ処　じゃぽん
　〒160-0023
　東京都新宿区西新宿3-2-9
　新宿ワシントンホテル　地下１階
　☎03-3348-3050
　HP http://japon.bz.index.html

【経歴】民宿を営む家の次男として生まれ、19歳まで御宿で過ごす。
もともと調理することが好きだったのをきっかけに飲食の道へ。
若いころにお世話になった先輩がいたお陰で接客の仕事を続
けることができた。平成22年２月に「くつろぎ処　じゃぽん」
の経営を引き継ぎ、現在に至る。

渡邉　哲朗さん

くつろぎ処

★やっぱり生まれた町だから・・・
　いつでも御宿に行きたいと思っているし、仕事を引退したら
御宿に住みたいと思っています。生まれ育った場所なので、愛
着はとてもあります。遠くにいても御宿のサポーターです。少
しでも御宿のＰＲになればと、店で御宿のお酒を扱ったり、観
光のパンフレットを置いたりしています。それを見て、御宿出
身の方が店に来られ、酒の肴に昔話を…ということもあります。
　時代の流れなら仕方がないけれど、平成の大合併で御宿と
いう名前が無くならないで本当によかった。ふるさとの名前が
無くなってしまうのは寂しいからね。

★子どもたちへのメッセージ
　思いやりの心を大切にしてほしい。特に、一番身近な存在
である家族に対して。今ある自分の家族を大切にすることが
できれば、これから先できる新しい家族のことも大事にする
ことができるでしょう。その思いやりの範囲を家族、友達、地
域の人・・・と広げていけば、もっと世の中が良くなるはずです。
　また、自分が子どものころに過ごした御宿は、海で泳いだ
り、野原で駆け回ったり、山で昆虫を採ったりと自然の中で自
由に遊ぶことができました。東京に出てきて、家族を持って、
自分の子どもを外で遊ばせようと思ったとき、近くに御宿の
様にのびのびと子どもが遊べる場所がないことに気付きまし
た。皆さんは今、人が羨むような環境の中で生活しています。
そんな御宿の自然や時を大切にしてください。

思いやりの心を大切に。

京王
プラザ
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